










































































































































全国団体等の支援のもとで開発されたもので，2013 年 4 月に完成，公表されたものである。「物理科学」，
「生命科学」，「宇宙地球科学」，「工学・技術・応用科学」の４分野から構成され，K 段階(幼稚園)から
第 5 学年は各学年，第 6 学年以降はミドルスクール（第 6 学年から第 8 学年）とハイスクール（第 9 学
年から第 12 学年）の各区分で習得すべき学習内容を「期待されるパフォーマンス」として示されてい
る。その他，NGSS は，主に 3 つの次元によって構成されている点がこれまでの全米科学教育スタンダ
ードと異なる。NGSS は，第 1 に，具体的な教科の学習内容である「学問領域で核となる考え方
（Disciplinary Core Ideas；DCIs）」，第 2 に，すべての科学領域を通して応用できる概念であり，児童・
生徒が自然界を理解し，それぞれの領域や学年を超えて適用可能な概念である「領域横断概念
（Crosscutting Concepts；CCs）」，そして，「科学的・工学的実践（Science and Engineering Practice；
SEPs）」である。「学問領域で核となる考え方」は，これまでの全米科学教育スタンダードに比べ，科学
























































































ンドブック」の第 1部「NOS（科学の性質）」及び第 2部「問題解決」の中に導入されていた。 
表４．Interactive SCIENCE(2016年版)の内容構成 
第 1 章 運動 
第 2 章 生物 
第 3 章 地球と空 
科学，工学，技術，スキルハンドブック 
第 1 部 NOS（科学の性質） 






 表５．科学教科書の「第 2章 生物」の内容構成 
第 2 章 生き物（pp．20-40） 
（主題：植物や動物には何が必要ですか？） 
やってみよう（Try it）：植物は水が必要ですか？（p．21） 
科学を読み取る（Let’s Read Science）:比較と対比（p．22） 




















表６．科学教科書 Interactive SCIENCE（K段階）の内容構成と STEM活動 
 章・部の名称 各章・部における STEM 活動の名称 
第 1 章 運動 動き回る物体－ボールの運動－（Move Around It!） 
第 2 章 生物 猫の引っかき！－爪とぎ棒－（Scratch Away!） 
第 3 章 地球と空 クールダウン－日除け－（Cool Down！） 
科学，工学，技術，スキルハンドブック 
第 1 部 NOS（科学の性質） 風はどこから吹いてきているか！ 
（Where the Wind Blow！） 
第 2 部 問題解決  どのようなクレヨンの箱を作ればよいだろうか。 




































































































所要時間 40 分 40 分 
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